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一般会計110億7,074万円（前年比0.9％増）・特別会計69億8,966万円（前年比4.6％増）

平成25年度特別会計

●国民健康保険特別会計

●後期高齢者医療特別会計

●介護保険特別会計

●地域包括支援センター特別会計

●簡易水道事業特別会計

●下水道事業特別会計

●農業集落排水事業特別会計

●田富よし原処理センター事業特別会計

●工業用地整備事業特別会計

合　　　計

会　計　名

4.6%

2.6%

▲3.5%

3.8%

▲2.5%

35.8%

9.7%

12.2%

▲6.7%

▲63.2%

前　年　比

69億8,966万4千円

31億5,244万9千円

1億9,603万2千円

17億1,719万1千円

2,612万3千円

2億305万8千円

13億5,306万3千円

2億6,720万1千円

5,751万6千円

1,703万1千円

予　算　額

上水道事業会計予算

収益的支出

資本的支出

▲23.4%

89.9%

前　年　比

2億2,947万円

3億9,264万4千円

予　算　額

　国民健康保険特別会計は、低所得世帯の比率が

高く、１割以上の世帯が滞納している。最大の理

由は国の負担金が半減していることにあるが、各

自治体も住民のセーフティネットとしての役割を

発揮することが求められている。国保財政が厳しく、

担当課職員もたいへん努力していることは承知し

ているが、依然として払いたくても払えないよう

な税額であり、財政調整基金の活用や一般会計繰

入金の増額を求め、国保の運営と会計を見直すこ

とを改めて要望し、反対する。

◆中央市国民健康保険特別会計予算

改修予定の田富第1保育園

■中央市3大まつり振興事業

■海の家利用助成事業

■土地改良施設等基盤整備事業

■国民文化祭事業

・・・・・・・・・・・・2,700万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・204万円

・・・・・・・・・4,877万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・513万円

■配食サービス事業

■敬老祝金支給事業

■中央市･昭和町障がい者相談支援センター事業

■ファミリーサポートセンター運営事業

■ＨＰＶワクチン接種事業

■ヒブワクチン接種事業

■小児用肺炎球菌ワクチン接種事業

■高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業

■不妊治療費助成事業

■保育園施設整備事業

■田富南小学校大規模改造工事設計業務

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・690万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・712万円

・・・1,619万円

・・・384万円

・・・・・・・・・・・・・・・722万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円

・・・・1,000万円

・・・・・930万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・10,050万円

・・・1,735万円
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地域の一体感を進める道路づくり

■庁舎整備基本構想策定業務

■人事評価制度導入事業

■自治会集会施設等建設事業費補助

・・・・・・・・・・・・・・500万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・276万円

・・・・・1,600万円

■地域公共交通活性化事業

■災害用備蓄食料等購入事業

■消防団サポート事業

■住宅用太陽光発電助成事業

■豊富地区可燃物積替施設建設事業

■道路台帳統合業務

■橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託事業

■市道相生玉穂線舗装補修事業

■市道昭和玉穂線舗装補修事業

■景観計画策定事業

■市道田富Ⅰ- 6号線及び市道玉穂3253号線改良事業

■消防施設整備事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・488万円

・・・・・・・・・・・・・・813万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63万円

・・・・・・・・・・・・1,500万円

・・・・・1,860万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,386万円

・・・790万円

・・・・・・・・・・4,000万円

・・・・・・・・・・3,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・760万円

・・・232万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・462万円

　3月定例会が3月5日から22日までの18日
間の会期で開催されました。
　条例案件14件、平成24年度補正予算5件、
平成25年度予算11件、その他2件等が提案
され、審議されました。

平成25年度

　市庁舎整備基本構想策定について、策定業務

委託として500万円が計上されている。これは

市庁舎の一本化に向けての基本構想ということ

だが、庁舎統合について市民への説明会や声を

聴くといったことは行われていない。そのよう

な状況の中で統合を前提に事業を進めることは

問題だと考える。

　また、高齢者福祉では敬老祝い金を1,500万円

削減し、その予算の一部を肺炎球菌ワクチン接

種事業にまわしており、この事業については評

価するが、全体として高齢者福祉の後退となっ

ており、賛成できないため反対する。

◆中央市一般会計予算
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条
例
制
定
（
一
部
改
正
）

臼井阿原地区伊勢神社の自噴井戸

東花輪駅前駐輪場

◆
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的

　
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

　
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営

　
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行

　
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

　
関
す
る
条
例
制
定

　
国
営
事
業
で
な
く
な
る
こ
と
に

伴
う
関
係
条
例
の
字
句
の
整
理
を

行
う
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

◆
中
央
市
地
下
水
資
源
の
保
全

　
及
び
採
取
適
正
化
に
関
す
る

　
条
例
制
定

　
地
下
水
を
保
全
し
、
採
取
の
適

正
化
に
関
す
る
条
例
を
定
め
ま
し

た
。

◆
中
央
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
等
対
策
本
部
条
例
制
定

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る

条
例
を
定
め
ま
し
た
。

◆
中
央
市
証
人
等
の
実
費
弁
償

　
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
公
聴
会
参
加
者
等
に
対
す
る
実

費
弁
償
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
ま

し
た
。

◆
中
央
市
自
転
車
等
の
放
置
防

　
止
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
東
花
輪
駅
前
整
備
に
よ
る
市
営

駐
輪
場
の
地
番
変
更
に
伴
い
、
改

正
し
ま
し
た
。

◆
中
央
市
税
条
例
中
改
正

　
納
税
者
の
利
便
性
向
上
及
び
課

税
事
務
の
効
率
化
の
た
め
条
例
を

定
め
ま
し
た
。

条例廃止
平成24年度で住民生活に光をそそぐ交付金事業が終了することに伴い、条例を廃止しました。

中央市住民生活に光をそそぐ基金条例廃止

そ　の　他
旧田富町及び旧玉穂町並びに旧豊富村の道路台帳統合整備事業に伴い、1,779路線を廃止・
認定しました。

中央市道路線廃止･認定

　今回の改正で、1,500万円ほどが縮小される。この予算の一部は肺炎球菌ワクチン接種事業に回っており、

この事業自体は必要だと思っている。しかし、高齢者を敬い、長寿を祝うという当たり前のことが行政

改革の名のもと、隅に追いやり、大きく後退することを危惧し、反対する。

敬老祝金支給対象者と支給金額の変更を行う条例を定めました。

◆中央市敬老祝金支給条例中改正
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特別会計の補正予算

●国民健康保険特別会計（第4号）
155万円を追加し、31億3,635万円

●下水道事業特別会計（第3号）
4,642万円を減額し、12億3,195万円

平成24年度一般会計の補正予算

　今回の補正予算は、土地開発基金取得用地土地代金や障がい者補装具等支給費などを
追加、また下水道事業特別会計繰出金等を減額しました。

総額116億1,383万円に621万円を追加

お も な 補 正 内 容

210万円●次世代育成支援対策交付金

▲4,670万円●財政調整基金繰入金

6,195万円●土地売払い収入
（医大南部2区画・神明団地5区画）

歳　入

●下水道事業特別会計繰出金 ▲4,472万円

●障がい者補装具等支給費 150万円

6,070万円●土地開発基金取得用地土地代金
（神明団地）

歳　出

介護保険法の一部改正に鑑み、市の条例として定めました。

中央市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例制定1

介護保険法の一部改正に鑑み、市の条例として定めました。

中央市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定2

河川法の一部改正に鑑み、市の条例として
定めました。

中央市準用河川に係る河川管理施設等の
構造の技術的基準を定める条例制定4

道路法の一部改正に鑑み、市の条例として
定めました。

中央市道の構造の技術的基準を定める
条例制定5

介護保険法の一部改正に鑑み、市の条例とし
て定めました。

中央市指定地域密着型サービス事業者等
の指定に関する基準を定める条例制定3

道路法の一部改正に鑑み、市の条例として
定めました。

中央市道に設ける道路標識の寸法を定め
る条例制定6
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◆中央市教育委員会委員の任命について同意を求める件
　教育委員会委員1名が平成25年5月16日をもって任期満了
することに伴い、萩原弘氏の選任に対し同意されました。

萩原　弘　氏

8,516万円を追加 総額116億9,899万円に
●震災対策農業水利施設整備事業委託料 2,356万円

●道路ストック総点検業務委託料 2,600万円

220万円を追加 12億3,416万円
●中央市下水道事業特別会計補正予算（4号）

◆西日向外三山恩賜県有財産保護組合議会議員選挙

木下　友貴　　田中　輝美　　小沢　　治
井口　　貢　　福田　清美　　大沼　芳樹
田中　一臣

H25.3.31 任期満了に伴う選任

◆日向山恩賜県有財産保護組合議会議員選挙

小沢　　治　　福田　清美

H25.3.31 任期満了に伴う選任

田中　健夫

◆中巨摩地区広域事務組合議会議員選挙
欠員に伴う選任

◆山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

井口　　貢

欠員に伴う選任

　3月定例会において、人事案件1件、国の追加補正に伴う平成24年
度補正予算2件が追加提案され、原案どおり可決、同意されました。

追加議案



種
　
別

案件名

日
本
共
産
党

公
明
党

無
所
属

市
民
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ム

中
　
　
　
央

議
　
長

副
議
長

結
　
果保

坂
 
武

大
沼
芳
樹

木
下
友
貴

田
中
輝
美

設
楽
愛
子

小
池
満
男

井
口
 
貢

山
村
 
一

小
池
章
治

河
西
 
茂

名
執
義

田
中
健
夫

福
田
清
美

田
中
一
臣

小
沢
 
治

伊
藤
公
夫
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平成
24
年度
補正
予算

平成
25
年度
予算

平成25年3月定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

条例
制定
改正
廃止

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○●○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

その他

・国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国
　有林野の管理経営に関する法律等の一部を改正する等の
　法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件

・地下水資源の保全及び採取適正化に関する条例制定の件

・新型インフルエンザ等対策本部条例制定の件

・指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する
　基準を定める条例制定の件

・準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基
　準を定める条例制定の件

・道の構造の技術的基準を定める条例制定の件

・道に設ける道路標識の寸法を定める条例制定の件

・証人等の実費弁償に関する条例中改正の件

・自転車等の放置防止に関する条例中改正の件

・税条例中改正の件

・敬老祝金支給条例中改正の件

・一般会計補正予算（第5号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

・下水道事業特別会計補正予算（第3号）

・一般会計補正予算（第6号）

・一般会計予算

・国民健康保険特別会計予算

・後期高齢者医療特別会計予算

・介護保険特別会計予算

・地域包括支援センター特別会計予算

・簡易水道事業特別会計予算

・下水道事業特別会計予算

・農業集落排水事業特別会計予算

・田富よし原処理センター事業特別会計予算

・工業用地整備事業特別会計予算

・市道路線廃止の件

・市道路線認定の件

・上水道事業会計予算

・下水道事業特別会計補正予算（第4号）

・住民生活に光をそそぐ基金条例廃止の件

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
　運営に関する基準を定める条例制定の件

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○●○○○○○○○○○○○○

人事 同
意○○○○○○○○○○○○○○○・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
　並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
　の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定の件
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Ｊ
Ｒ
東
花
輪
駅
前
広
場

整
備
及
び
市
道
田
富

2
0
2
9
号
線
改
良
事
業

中
央
市
長

田
中
久
雄

上
水
道
布
施
配
水
場

更
新
事
業

市
道
田
富
西
通
り
線

建
設
事
業

卒
業
生
ブ
ッ
ク

プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

長
期
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
策
定

各
施
策
の
進
ち
ょ
く
状
況

第
2
次
行
財
政
改
革

　
前
期
か
ら
継
承
し
た
基
本

構
想
の
も
と
、
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
5

年
間
の
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
施
策
や
事

業
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
61
の
実
施
項
目
と
こ
れ
ま

で
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
改
革
」
「
市
役

所
改
革
」
「
財
政
改
革
」
に
、

新
た
に
「
公
営
企
業
改
革
」

を
追
加
し
、
独
立
採
算
制
の

原
則
で
収
入
源
の
確
保
と
使

用
料
を
見
直
し
、
経
営
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

　
総
延
長
1
、
6
2
0
メ
ー

ト
ル
を
3
月
に
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
車
道
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
停
留
所
・
降
車
線
・
タ

ク
シ
ー
待
機
所
の
設
置
に
よ

る
ロ
ー
タ
リ
ー
化
で
、
交
通

の
利
便
性
と
歩
行
者
の
安
全

性
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
に
基
本
設
計

に
入
り
、
そ
の
後
地
質
な
ど

の
各
種
調
査
を
行
い
、
平
成

30
年
度
の
稼
動
を
目
指
し
、

安
全
で
安
定
し
た
水
の
確
保

と
供
給
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
義
務

教
育
の
終
了
を
お
祝
い
し
、

読
書
に
生
涯
親
し
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
中
学
校
卒
業
生
に

本
を
贈
る
事
業
で
、
平
成
24

年
度
は
玉
穂
中
学
校
・
田
富

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る

3
1
4
名
に
、
記
念
品
と
し

て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
第
28
回
国
民
文
化
祭
が
全

国
で
初
め
て
年
間
を
通
じ
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
中
央
市
で

は
本
年
11
月
5
日
か
ら
6
日

間
、
玉
穂
総
合
会
館
で
「
写

真
展
」
と
「
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ

ト
展
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に

作
品
の
応
募
や
ご
来
場
を
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
で
き

る
よ
う
周
知
･
準
備
を
進
め

ま
す
。

田
富
中
学
校
卒
業
生

ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト

国
民
文
化
祭
事
業

　日本図書館協会の平成24年度「日本の図書館・

統計と名簿2012」で全国の人口3万人未満の同規

模自治体中、蔵書冊数・受入図書購入冊数・予

算額･貸出数で全国トップになり4冠に輝きました。
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架け替え中の浅原橋（県事業）

リニア効果を最大限
引き出すよう努める

リニア開業に伴う
まちづくりは

河西　　茂 議員

河
西
議
員
　
①
中
央
市
リ
ニ

ア
活
用
基
本
方
針
の
策
定
は
。

②
推
進
体
制
の
整
備
は
。

③
リ
ニ
ア
の
安
全
性
お
よ
び

環
境
へ
の
影
響
は
。

④
環
境
へ
の
影
響
に
対
す
る

事
前
の
対
策
は
。

市
長
　
①
委
員
会
を
25
年
度

に
立
ち
上
げ
る
予
定
。
Ｊ
Ｒ

東
海
が
秋
以
降
公
表
す
る
ル

ー
ト
と
駅
位
置
お
よ
び
環
境

影
響
評
価
を
勘
案
し
、
2
年

程
度
を
か
け
策
定
し
た
い
。

②
新
年
度
か
ら
、
リ
ニ
ア
担

当
部
署
を
明
確
に
す
る
。

③
安
全
性
は
実
験
線
で
の
走

行
試
験
で
、
営
業
運
転
に
支

障
の
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
が
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
を

想
定
し
対
応
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
。

④
現
在
、
環
境
影
響
に
つ
い

て
調
査
・
評
価
が
行
わ
れ
て

い
る
段
階
。
具
体
的
に
示
さ

れ
た
ら
対
策
等
検
討
し
て
い

く
予
定
。

河
西
議
員
　
①
中
央
市
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
は
。

②
中
央
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
見
直
し
は
。

③
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の

定
例
議
会
で
の
質
問
、
提
言

等
に
対
す
る
反
映
は
。

市
長
　
③
質
問
や
提
言
を
踏

ま
え
、
よ
り
実
践
的
な
防
災

訓
練
、
災
害
弱
者
対
策
、
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
、

早
期
避
難
体
制
に
結
び
つ
け
、

名
執
議
員
　
①
山
梨
県
食
の

安
全
・
安
心
推
進
条
例
施
行

後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

②
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

保
護
は
。

③
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
に

つ
い
て
。

④
学
校
給
食
に
お
け
る
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
の
取
り
扱

い
は
。

⑤
生
物
多
様
性
農
業
の
遺
伝

子
汚
染
の
観
点
か
ら
Ｇ
Ｍ
Ｏ

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

⑥
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運

動
は
。

農
政
観
光
部
長
　
①
道
の
駅

と
よ
と
み
、
農
事
組
合
法
人

た
・
か
ら
の
両
施
設
は
、
新

鮮
な
農
畜
産
物
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
搬
入
者
に
適
切

な
農
薬
使
用
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。

②
豊
富
地
区
の
手
作
り
ハ
ム
・

ベ
ー
コ
ン
は
、
県
の
認
証
を

受
け
、
地
元
ブ
ラ
ン
ド
化
の

保
護
を
行
っ
て
い
る
。
25
年

度
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
ブ
ラ
ン

ド
米
と
し
て
商
標
登
録
を
行

う
。

③
新
規
認
定
・
再
認
定
を
行

い
、
新
鮮
･
安
心
･
安
全
の

農
作
物
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

⑤
除
草
剤
耐
性
や
害
虫
抵
抗

性
を
持
た
す
こ
と
で
農
薬
使

用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

反
面
、
遺
伝
子
が
花
粉
に
よ

っ
て
雑
草
へ
組
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
等
が
懸
念
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

⑥
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の

取
り
組
み
が
、
国
内
外
で
行

わ
れ
て
い
る
。
本
市
は
新
鮮
・

安
全
・
安
心
の
農
畜
産
物
を

推
進
し
て
い
る
。
今
後
の
状

況
を
見
て
検
討
す
る
。

教
育
長
　
④
大
豆
・
と
う
も

ろ
こ
し
等
の
使
用
頻
度
の
高

い
食
品
の
う
ち
、
生
鮮
品
は

地
場
産
物
使
用
を
心
掛
け
、

加
工
品
は
国
産
の
使
用
が
基

本
。
標
示
義
務
の
あ
る
食
品

は
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い

も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
県

条
例
に
則
っ
た
食
品
の
チ
ェ

ッ
ク
、
検
査
証
明
書
の
提
出

な
ど
給
食
の
安
全
に
努
め
て

い
る
。

耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
、
災

害
援
助
協
定
の
推
進
等
を
実

施
、
検
討
し
て
い
る
。

教
育
長
　
③
児
童
・
生
徒
の

避
難
お
よ
び
引
き
渡
し
訓
練

の
強
化
、備
品
等
の
固
定
、ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
工
事
を
実
施
。

今
後
は
計
画
的
に
耐
震
化
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

総
務
部
長
　
①
県
防
災
計
画

の
修
正
版
と
の
整
合
性
、
制

度
改
正
を
含
め
、
17
項
目
を

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

改
訂
し
た
。

②
地
域
防
災
計
画
の
内
容
を

要
約
し
、
液
状
化
マ
ッ
プ
な

ど
を
盛
り
込
み
、
全
戸
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。

生
産
・
販
売
か
ら
消
費
に
至
る

安
全
に
努
め
る

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
づ
く
り
を

（
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
な
い
地
域
）

議
員

名
執
　
義
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計画中の旧田富・玉穂・大津線

議
員

小
池
　
章
治

未
収
金
を
整
理
し

解
散
に
向
け
対
処
す
る

田
富
町
土
地
改
良
区
に
つ
い
て

制度の周知を図る

介護保険・住宅改修
受領委任払い制度の創設を！

設楽　愛子 議員

小
池
議
員
　
①
合
併
後
の
土

地
改
良
区
の
状
況
は
。

②
未
収
金
対
策
と
解
散
は
。

農
政
観
光
部
長
　
①
事
業
は

終
了
し
て
い
る
が
、
未
収
金

の
処
理
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。

解
決
策
が
な
い
ま
ま
現
在
は

休
眠
状
態
。
今
後
は
、
総
代

会
を
開
催
す
る
準
備
を
進
め

た
い
。

②
未
収
金
の
多
い
地
区
は
個

別
の
話
し
合
い
を
し
た
が
、

平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。

過
去
の
役
員
の
協
力
を
得
て
、

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
指

導
し
た
い
。

小
池
議
員
　
中
央
市
長
期
総

合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

①
後
期
基
本
計
画
の
目
玉
と

な
る
施
策
は
。

②
定
住
人
口
の
確
保
施
策
は
。

③
施
策
と
連
動
し
た
財
政
計

画
は
。

④
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
活

用
策
は
。

市
長
　
①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
市
内
ア

ク
セ
ス
向
上
、
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
支
援
、
特
産
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
る
。

②
優
良
企
業
の
誘
致
、
雇
用

の
拡
大
に
努
め
る
。

③
主
要
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
踏
ま
え
、
見
直
し
等
を
図

っ
て
い
く
。

④
県
の
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
を
踏
ま
え
、
市
独
自
の
活

用
策
を
検
討
し
た
い
。

小
池
議
員
　
道
路
・
水
路
の

計
画
的
な
補
修
と
整
備
は
。

農
政
観
光
部
長
　
精
査
･
調

整
･
協
議
を
行
い
、
計
画
の

策
定
を
し
て
い
く
。
自
治
会

要
望
の
約
50
％
が
実
施
済
み
。

建
設
部
長
　
橋
梁
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
中
。
幹
線
道
路

は
国
補
対
象
事
業
と
し
て
実

施
。
自
治
会
要
望
は
5
1
2

件
の
う
ち
2
0
7
件
が
未
実

施
。

設
楽
議
員
　
居
宅
介
護
住
宅

改
修
の
支
給
実
績
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
23
年
度
の

申
請
は
58
件
、
支
給
総
額

5
3
4
万
円
。
本
年
度
も
同

様
の
実
績
と
な
る
見
込
み
。

設
楽
議
員
　
①
高
齢
者
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
。

③
介
護
保
険
未
利
用
者
へ
の

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
は
。

市
長
　
①
実
現
性
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し

て
い
る
。

保
健
福
祉
部
長
　
②
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
設
立
の

準
備
中
。

③
対
象
者
の
把
握
が
難
し
い
。

今
後
の
検
討
課
題
。

設
楽
議
員
　
災
害
応
急
用
井

戸
の
登
録
の
必
要
性
と
協
力

者
、
協
定
締
結
の
現
状
は
。

総
務
部
長
　
井
戸
水
に
つ
い

て
は
、
飲
用
に
適
し
た
も
の

が
何
件
あ
る
の
か
、
災
害
時

に
有
効
活
用
で
き
る
か
検
討

し
た
い
。
協
力
者
の
把
握
、

協
定
締
結
は
現
在
し
て
い
な

い
。

設
楽
議
員
　
今
回
の
国
の
大

型
補
正
予
算
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

市
長
　
日
本
経
済
の
再
生
に

向
け
、
景
気
回
復
に
大
い
に

期
待
し
評
価
す
る
。
道
路
や

水
路
の
改
修
工
事
、
下
水
道

整
備
工
事
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
活
用
し
た
い
。

設
楽
議
員
　
一
刻
も
早
く
胃

が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査

の
追
加
を
。

市
長
　
今
後
の
研
究
の
進
展

や
国
の
動
向
を
注
視
し
、
対

応
し
て
い
く
。

介
護
用
に
改
修
し
た
ト
イ
レ
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議
員

田
中
　
輝
美

例
外
規
定
を
設
け
て
い
る

市
営
住
宅
入
居
条
件
の

緩
和
に
つ
い
て

厳しい財政状況にある

国民健康保険について

木下　友貴 議員

導
入
市
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

トマトのハウス栽培

田
中
議
員
　
市
営
住
宅
の
入

居
に
あ
た
っ
て
連
帯
保
証
人

の
資
格
要
件
の
緩
和
は
。

建
設
部
長
　
市
営
住
宅
は
、

住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者

に
対
し
、
低
廉
な
家
賃
で
住

宅
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
さ
れ
、
入
居
要
件
と

し
て
連
帯
保
証
人
を
必
要
と

し
て
い
る
。
保
証
人
の
転
出
・

死
亡
等
の
異
動
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
、
市
内
在
住
者

が
原
則
だ
が
、
他
市
町
村
か

ら
の
転
入
等
の
場
合
、
例
外

規
定
を
設
け
て
い
る
。
現
在

入
居
し
て
い
る
2
2
4
世
帯

の
う
ち
、
28
世
帯
が
市
外
の

県
内
在
住
者
が
連
帯
保
証
人

と
な
っ
て
い
る
。

田
中
議
員
　
中
央
市
の
Ｐ
Ｒ

と
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、

原
動
機
付
自
転
車
へ
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
導
入
し
て
は
。

市
長
　
市
の
広
告
塔
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
、

制
作
費
が
高
く
な
る
こ
と
な

ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

費
用
対
効
果
な
ど
、
他
市
町

村
の
動
向
も
見
極
め
研
究
し

た
い
。

木
下
議
員
　
①
低
所
得
者
に

対
す
る
減
免
は
。

②
滞
納
に
伴
う
差
押
え
対
象

者
の
所
得
、
差
押
え
額
は
。

③
短
期
保
険
証
の
留
め
置
き

は
。

市
民
部
長
　
①
市
の
条
例
や

取
り
扱
い
要
綱
で
国
保
税
の

減
免
を
定
め
て
い
る
。

②
所
得
33
万
円
以
下
2
世
帯
、

差
押
え
金
額
32
万
5
千
円
。

1
0
0
万
円
ま
で
1
世
帯
、

31
万
7
千
円
。
2
0
0
万
円

ま
で
8
世
帯
、
87
万
1
千
円
。

3
0
0
万
円
ま
で
5
世
帯
、

77
万
円
。
不
明
9
世
帯
、
39

万
円
。

③
短
期
保
険
証
を
発
行
し
て

い
る
世
帯
は
、
24
年
4
月
現

在
、
5
2
7
世
帯
、
留
め
置

き
2
9
0
世
帯
。
子
ど
も
に

は
有
効
期
限
6
カ
月
の
保
険

証
を
全
員
に
届
け
て
い
る
。

留
め
置
き
の
最
長
は
3
年
8

カ
月
。

木
下
議
員
　
ハ
ウ
ス
農
家
へ

の
厳
冬
・
燃
料
高
騰
時
の
支

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
。

市
長
　
燃
料
代
へ
の
補
助
、

ビ
ニ
ー
ル
二
重
化
な
ど
の
省

エ
ネ
対
策
へ
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
動
向

を
見
て
対
応
し
た
い
。

木
下
議
員
　
小
規
模
事
業
者

登
録
制
度
に
つ
い
て
。

市
長
　
現
時
点
で
、
登
録
制

度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

が
、
市
発
注
の
小
規
模
工
事

に
つ
い
て
は
、
地
元
業
者
を

中
心
に
、
可
能
な
限
り
個
人

事
業
者
に
も
随
意
契
約
し
て

い
る
。

木
下
議
員
　
中
央
市
の
元
気

臨
時
交
付
金
か
ら
生
ま
れ
る

財
源
は
い
く
ら
か
。

市
長
　
確
定
し
て
い
な
い
が
、

財
政
力
を
除
く
通
常
の
8
割

で
試
算
し
た
結
果
、
約
4
、

9
0
0
万
円
程
と
な
る
。

質
問
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.city

.ch
u
o
.y
a
m
a
n
a
sh

i.jp
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山梨大学医学部付属病院
新病棟建設試掘調査

元気に遊ぶ保育園児

▼
中
央
市
地
下
水
資
源
の
保
全
及

　
び
採
取
適
正
化
に
関
す
る
条
例

　
制
定
の
件

〈
環
境
課
〉

間
　
現
在
地
下
水
を
採
取
す
る
に

あ
た
っ
て
、
届
け
出
る
義
務
は
な

い
の
か
。

答
　
現
在
は
、
「
中
央
市
地
下
水

採
取
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」

の
規
定
に
よ
り
豊
富
地
域
の
み
届

出
を
受
け
て
い
る
。
旧
田
富
、
玉

穂
地
域
は
「
山
梨
県
地
下
水
源
の

保
護
お
よ
び
採
取
適
正
化
に
関
す

る
要
綱
」
に
基
づ
き
届
出
を
受
け

て
い
た
が
平
成
24
年
10
月
に
こ
の

要
綱
が
廃
止
に
な
っ
た
た
め
、
こ

の
条
例
の
制
定
が
必
要
と
な
っ
た
。

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
5
号
）

〈
子
育
て
支
援
課
〉

間
　
保
育
対
策
等
促
進
事
業
に
つ

い
て
、
減
額
補
正
の
内
容
は
。

答
　
保
育
対
策
等
促
進
事
業
は
、

み
か
さ
認
定
保
育
園
の
延
長
保
育

が
該
当
す
る
。
事
業
補
助
の
要
件

で
あ
る
「
1
日
1
人
以
上
の
受
入
」

の
実
績
が
な
い
た
め
減
額
す
る
も
の
。

間
　
市
立
保
育
園
の
保
育
士
の
状

況
は
。

答
　
臨
時
保
育
士
の
退
職
に
よ
り

7
名
の
保
育
士
が
不
足
し
て
い
た
。

2
月
に
臨
時
保
育
士
5
名
を
採
用

し
た
が
、
2
名
は
不
足
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
の
入
園
希
望
園
児
数

を
も
と
に
保
育
士
を
配
置
す
る
と

74
名
の
保
育
士
が
必
要
と
な
り
、

引
き
続
き
不
足
の
な
い
よ
う
対
応

す
る
。

▼
中
央
市
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

　
ぐ
基
金
条
例
廃
止
の
件

〈
財
政
課
〉

間
　
条
例
廃
止
に
よ
り
基
金
の
残

額
は
。

答
　
本
年
度
事
業
に
基
金
全
額
を

充
て
る
の
で
残
額
は
生
じ
な
い
。

間
　
基
金
廃
止
に
よ
る
財
務
処
理

は
。

答
　
基
金
利
子
も
含
め
全
額
取
り

崩
し
、
事
業
に
充
当
す
る
。

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
5
号
）

〈
総
務
課
〉

間
　
生
活
バ
ス
路
線
維
持
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
負

担
増
に
な
っ
た
の
か
。

答
　
本
市
の
他
、
昭
和
町
や
甲
斐

市
、
甲
府
市
な
ど
赤
字
バ
ス
路
線

の
沿
線
自
治
体
に
対
し
、
昨
年
11

月
に
山
梨
交
通
か
ら
赤
字
増
大
に

伴
う
補
助
金
の
増
額
要
望
が
あ
っ

た
。
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
協

議
会
に
お
い
て
要
望
内
容
を
協
議

し
、
赤
字
増
加
分
の
増
額
補
助
を

決
定
し
た
。
平
成
25
年
度
の
予
算

に
つ
い
て
も
、
こ
の
決
定
に
基
づ

く
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

間
　
試
掘
調
査
事
業
に
つ
い
て
、

調
査
面
積
は
。

答
　
こ
の
試
掘
調
査
は
、
山
梨
大

学
医
学
部
付
属
病
院
の
新
病
棟
建

設
に
基
づ
く
も
の
。
調
査
は
山
梨

大
学
医
学
部
内
の
概
ね
1
0
0
㎡

程
度
。

〈
請
願
審
査
〉

▼
地
方
自
治
と
民
主
々
義
を
守
る

立
場
か
ら
、
沖
縄
全
自
治
体
の
総

意
を
尊
重
し
、
日
本
政
府
に
対
し
、

米
軍
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
撤
回
と
全
国
で
の
低
空
飛
行

訓
練
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
【
継
続
審
査
】
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▼
中
央
市
準
用
河
川
に
係
る
河
川

　
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的

　
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定
の
件

〈
建
設
課
〉

問
　
河
川
環
境
や
生
態
系
へ
の
配

慮
は
。

答
　
第
20
条
で
床
止
め
を
設
け
る

場
合
の
規
定
が
あ
る
。

問
　
構
造
物
に
関
す
る
規
定
以
外

に
環
境
等
へ
配
慮
す
る
規
定
は
。

答
　
こ
の
条
例
は
、
準
用
河
川
に

係
る
構
造
物
の
基
準
を
定
め
る
も

の
で
、
河
川
に
係
る
全
て
を
規
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
　

予
算
（
第
5
号
）

〈
建
設
課
〉

問
　
道
路
台
帳
統
合
事
業
の
詳
細

な
内
容
を
。

答
　
総
事
業
費
は
約
6
、
4
0
0

万
円
。
全
て
の
道
路
情
報
が

G
P
S
機
能
を
取
り
入
れ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
今
後
、
道
路
網

図
な
ど
は
P
C
で
管
理
す
る
こ
と

に
な
る
。
安
易
に
道
路
延
長
、
幅

員
な
ど
道
路
情
報
を
得
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
の
デ

ー
タ
上
に
上
水
道
、
下
水
道
情
報

も
重
ね
合
わ
す
事
が
で
き
る
た
め
、

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

問
　
農
道
台
帳
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
は
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
す
一

部
の
農
道
を
市
道
へ
変
更
す
る
考

え
は
。

答
　
農
政
課
と
協
議
し
、
今
後
検

討
す
る
。

大鳥居地区の準用河川に架かる橋

大規模改造予定の田富南小学校

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
庁
舎
整
備
基
本
構
想
策
定
検

討
委
員
会
の
設
立
及
び
委
員
の
構

成
は
。
ま
た
、
庁
舎
建
設
の
予
定

時
期
は
。

答
　
基
本
構
想
は
平
成
24
年
度
に

策
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
合

併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
延
長
さ

れ
た
た
め
、
事
前
の
基
礎
調
査
に

止
め
た
。
平
成
25
年
度
に
基
本
構

想
を
策
定
し
、
平
成
26
年
度
に
市

民
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

〈
危
機
管
理
室
〉

問
　
防
災
士
育
成
補
助
金
事
業
の

内
容
は
。

答
　
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
的

に
防
災
士
の
育
成
を
図
る
事
業
で
、

防
災
士
研
修
講
座
を
受
講
す
る
者

に
対
し
、
受
講
料
5
3
、
0
0
0

円
、
受
験
料
3
、
0
0
0
円
、
資

格
認
証
登
録
料
5
、
0
0
0
円
の

計
6
1
、
0
0
0
円
を
補
助
す
る

も
の
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
田
富
南
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事
に
つ
い
て
、
良
好
な
学
習
環

境
を
創
出
す
る
た
め
の
特
別
な
改

修
は
。

答
　
基
本
的
に
は
既
存
校
舎
の
改

修
で
増
築
等
は
お
こ
な
わ
な
い
が
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
）
を
拡
大
し
、
よ
り
学
び
易
い

環
境
を
創
出
す
る
。

問
　
豊
富
小
学
校
老
朽
化
調
査
改

修
検
討
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
校

舎
改
修
に
併
せ
て
校
庭
改
修
も
必

要
で
あ
る
が
そ
れ
ら
の
調
査
も
含

む
か
。

答
　
校
庭
改
修
調
査
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
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予
算
特
別
委
員
会（
続
き
）

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

〈
環
境
課
〉

問
　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
の
助
成
実

績
及
び
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
実
績
は
、
平
成
25
年
2
月
末
で

1
8
8
件
、
2
3
、
6
6
7
千
円
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
平
成
27
年
3
月

で
終
了
す
る
。
新
築
と
同
時
に
太
陽

光
発
電
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
、
今
後
の
見
通
し
は
難
し
い
。

〈
福
祉
課
〉

問
　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
相
談

件
数
等
実
績
は
。

答
　
12
月
末
で
約
3
、
0
0
0
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。
多
く
の
相
談
件
数

に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
専
従
1

名
、
非
常
勤
3
名
で
対
応
し
て
い
る

が
、
平
成
25
年
度
か
ら
常
勤
2
名
、

非
常
勤
2
名
体
制
に
す
る
。

〈
建
設
課
〉

問
　
公
営
住
宅
除
去
事
業
に
つ
い
て
、

住
宅
3
棟
の
解
体
箇
所
は
。

答
　
飛
石
団
地
内
の
3
棟

問
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
事

業
概
要
及
び
市
内
の
耐
荷
橋
の
数
は
。

答
　
す
で
に
計
画
済
の
橋
梁
の
う
ち
、

新
た
に
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
橋
梁

に
つ
い
て
計
画
の
修
正
を
行
う
。
耐

荷
橋
は
25
t
が
10
橋
、
20
t
が
27
橋
、

14
t
未
満
が
22
橋
あ
る
。

〈
農
政
課
〉

問
　
農
業
振
興
費
に
つ
い
て
、
農
産

物
地
産
地
消
推
進
事
業
及
び
高
付
加

価
値
農
産
物
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答
　
農
産
物
地
産
地
消
推
進
事
業
で

は
、
特
産
品
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

宣
伝
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
等
を
実
施
す

る
。
高
付
加
価
値
農
産
物
支
援
事
業

で
は
、
中
央
市
ブ
ラ
ン
ド
米
「
ひ
の

ひ
か
り
」
を
商
標
登
録
す
る
。

▼
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　
会
計
予
算

〈
保
険
課
〉

問
　
保
険
税
の
減
収
は
加
入
者
の
減

が
要
因
で
あ
る
が
、
反
し
て
医
療
費

が
伸
び
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
加
入
者
は
前
年
度
よ
り
86
名
減

少
し
て
い
る
。

　
医
療
費
の
伸
び
は
、
医
療
の
高
度

化
、
受
診
件
数
の
増
加
な
ど
に
よ
る
。

疾
病
別
で
は
、
が
ん
、
消
化
器
、
循

環
器
、
生
活
習
慣
病
な
ど
高
額
医
療

が
増
え
て
い
る
。

▼
平
成
25
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　
予
算

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
介
護
及
び
介
護
事
業
を
展
開
し

て
い
く
上
で
、
専
門
職
員
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
専
門
職
員
の
配
置
の

現
状
は
。

答
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
、
保

健
師
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
1
名
、
主
任

ケ
ア
マ
ネ
2
名
、
保
健
師
3
名
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。

▼
平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

　
計
予
算

〈
下
水
道
課
〉
　

問
　
設
置
予
定
の
非
常
用
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
概
要
は
。

答
　
玉
穂
南
小
学
校
校
舎
北
側
に
設

置
を
予
定
。
従
来
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

上
に
便
器
、
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
簡

易
的
な
非
常
用
ト
イ
レ
で
は
な
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
プ
レ
ハ
ブ
を
2

棟
設
置
し
、
1
棟
内
に
3
基
の
個
室

ト
イ
レ
が
確
保
で
き
る
。
ト
イ
レ
は

組
立
式
の
た
め
、
平
常
時
は
防
災
倉

庫
と
し
て
使
用
す
る
。

障がい者相談支援センター「穂のか」

老朽化が進む飛石住宅



かほ定予の会議

15

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

6月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成25年6月定例会の予定

午前10時

午前10時

午前10時

午前9時30分

開　会

一般質問

一般質問

総務教育常任委員会

11日

13日

14日

17日

（火）

（木）

（金）

（月）

午前9時30分

午前9時30分

午前10時

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

閉　会

18日

19日

21日

（火）

（水）

（金）

議会の動き

広報編集委員会
広報編集委員会先進地視察研修（1日目）
広報編集委員会先進地視察研修（2日目）
山梨県市議会議長会後期議員合同研修会
一般質問通告調整会議
2市1町正副議長・事務局会議

4日
5日
6日
12日
13日
14日

2月

役職員新年互礼会
消防出初式
議員全員協議会
成人式
広報編集委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
甲府地区広域行政事務組合議会臨時会
第1回臨時会
議会運営委員会

4日
6日
11日
13日
16日
20日
23日
29日
30日
31日

1月
議会運営委員会
後期高齢者医療広域連合議会定例会
第2回臨時会
議会運営委員会
青木が原ごみ処理組合第1回定例会

15日
19日
22日
26日
27日

5日
13日
19日
21日

22日
25日
27日

28日

第1回定例会開会
市立中学校卒業式
市立小学校卒業式
西日向外三山恩賜県有財産保護組合議会
大畠山外七字恩賜県有財産保護組合議会
第1回定例会閉会
東八代広域行政事務組合第1回組合議会定例会
市立保育園卒園式
甲府地区広域行政事務組合3月組合議会定例会
三郡衛生組合第1回定例会
中巨摩地区広域行政事務組合議会3月定例会

3月

　大津市は琵琶湖の南西に隣接する人口34万人の

都市で、市議会の議会広報活動、議会改革は先進

的です。特に広報コンクールでは優秀賞を受賞し

ています。「おおつ市議会だより」は年間5回の発

行、議会活動状況を市民に周知、議会への関心を

高め、理解を深める事を基本姿勢として取り組ん

でいます。広報の表現はあえて正式名称を簡単化し、

工夫しています。市議会だよりの速報版として「“は

やうち”市議会だより」をインターネットで配信

しており、特徴的取り組みです。

　また、議会改革も熱心であり、インターネット

議会中継の実施、通年議会開催（25年4月予定）等、

意欲的な取り組みをしています。

滋賀県大津市議会第1日

　岡崎市は愛知県のほぼ中央に位置し、人口37万

人を超える歴史と伝統のまちです。大津市議会と

同様に先進的な議会活動・広報活動で、広報コン

クールで最優秀を受賞し、常に親しめる議会だよ

りをめざしています。「おかざき市議会だより」は、昭

和24年に創刊した歴史ある広報紙です。発行回数

は年5回、臨時号も別に発行しています。拡大文字、

季節感のある表紙、写真やイラストの配置等、新

聞と同じ表現意識で親しみやすい広報紙です。

　議会改革の取り組みも活発で、インターネット

で議会中継、質問は一問一答方式でも可能であり、

市民に分かりやすいとのことです。今後参考とな

る研修成果を得ることができました。

愛知県岡崎市議会第2日

　中央市の議会活動を「議会だより」によって、年4回市民の皆さんにお届けしていますが、より親しんで読んで
いただく「議会だより」のために、先進的な取り組みをしている中核都市の市議会2箇所の視察研修を行いました。

平成25年2月5日～6日
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神明

三枝　　幸

沖縄三線でみんな兄弟

　中央市豊富神明地区に引っ越してきて6年。

趣味の沖縄三線を通じて、地域の皆さんと交流

してきた。

　シルクの里デイサービスセンターに演奏に訪

れた時は、利用者の皆さんが私たちの演奏に合

わせて、楽しそうに口ずさんだり、手拍子をし

てくれたり。ボランティアのつもりで演奏して

いたはずなのに、逆にパワーをいっぱいもらっ

ている。

　角川地区の春祭りにはこのところ毎年、声を

かけていただいている。一緒に「アッリ！かん

ぱ～い！」と歌って踊って盛り上がると、なん

だか地域の仲間に入れたような気分になる。

　沖縄の方言に「いちゃりばちょーでー」と言

う言葉がある。「一度会えば、みんな兄弟」と

いう意味だ。

　沖縄三線を通して、これからも中央市に「兄弟」

が増えていったらいいなと思う今日この頃である。

　聴覚障害者のコミュニケーション手段の一つ

として、各地の手話講習会等で手話を学ぶ人達

が増えてきましたが、まだ十分普及していると

はいえません。社会の中で人間らしく生きるた

めには、他者との自由な会話が不可欠です。手

話通訳者は、聴覚障害者が自分の思いを自由に

伝え、また相手のことを知るための仲介者です。

私は今、南アルプス市の設置手話通訳者として

働いています。日々の仕事は、通訳業務だけで

はなく、市役所からの諸々の通知書の解読や生

活相談等です。聴覚障害者は、来庁すると手話

で語り合える通訳者の所に先ず来ます。ですから、

話を丁寧に聴き、それぞれの担当部署に繋げ、

連携しながら支援していくことが必須です。

　今日、様々な事業が県から市町村へと位置づ

けられました。市町村における「意思疎通支援

事業」の違いが、聴覚障害者にとって大きな格

差とならないことを願っています。

山之神

利根川　圓

［違い」が「格差」とならないように！

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　田中　輝美
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　河西　　茂　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

編　集　後　記

　新年度がスタートし、児童、生徒、学生、社会人

それぞれの分野で新たな出会い、新たな挑戦へと瑞々

しい息吹で自分史を築いている事と思います。

　議会においても、3月定例会は新議長のもと、各

常任委員会も新体制で、補正予算・当初予算共に様々

審議を重ね無事閉会いたしました。

地方行政の安定こそ力であり、市民生活のすべてを

強くする道であると痛感します。

　長期総合計画後期基本計画がスタートした25年度

は、中央市の個性を発揮し、大きく前進する市政へ

の期待のつぼみも膨らみます。

　私たち編集委員は市民の皆様に議会活動が伝わり、

わかりやすい紙面作りに工夫を重ねてまいります。

　皆さまの声を是非、議会だよりにお寄せください。

［田中　輝美］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　伊藤公夫　　編　集／議会広報編集委員会


